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No．686
平成23年（2011）

5月１５日号

　
任
期
満
了
に
伴
う
市
議
会

議
員
選
挙
は
去
る
4
月
　
日
24

に
投
票
が
行
わ
れ
、
即
日
開

票
の
結
果
、　
人
の
新
し
い

24

議
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
合
併
後
初
と
な
る
今
回
の

市
議
選
に
は
、
現
職
　
人
、

30

元
職
2
人
、
新
人
8
人
の
合

わ
せ
て
　
人
が
立
候
補
。
定

40

数
を
　
人
上
回
っ
た
選
挙
と

16

な
り
、
現
職
　
人
、
元
職
1

23

人
が
当
選
し
ま
し
た
。

　
投
票
は
、
午
前
7
時
か
ら

午
後
8
時
ま
で
、
市
内
　
カ
22

所
の
投
票
所
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
各
投
票
所
の

投
票
箱
が
西
の
原
中
体
育
館

 市
政
を
支
え
る

　
新
議
員
　
人
が
決
定

24

～
投
票
率
　
・
4
4
％
～

52

 印
西
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
を
実
施

　
昨
年
の
3
月
　
日
に
、
印
西
市
・
印
旛
村
・
本
埜
村
が
合

23

併
し
、
新
「
印
西
市
」
が
誕
生
し
て
、
一
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　
こ
の
約
一
年
間
、
印
西
市
を
支
え
て
き
た
、
市
議
会
議
員

の
み
な
さ
ん
か
ら
、
新
し
く
定
数
　
人
の
市
議
会
議
員
へ
と

24

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
を
行
う
「
印
西
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
市
と
株
式
会
社
広
域

高
速
ネ
ッ
ト
二
九
六
は
、

市
民
の
安
全
と
市
民
生

活
の
た
め
に
効
果
的
で

的
確
な
情
報
提
供
を
行

う
こ
と
を
目
的
と
し
た

連
携
協
力
に
関
す
る
協

定
を
、
去
る
4
月
　
日
13

締
結
し
ま
し
た
。

▲協定書を交わす株式会社広域
高速ネット二九六 佐藤伸五代表
取締役社長賀と山﨑市長

 広
域
高
速
ネ
ッ
ト
二
九
六
と
市
が
連
携
協
定

　
こ
れ
に
よ
り
、
よ
り

良
い
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に
情
報
交
換
を
積
極

的
に
行
い
、
ま
た
、
大

規
模
災
害
発
生
時
な
ど

の
緊
急
時
に
は
、
広
域

高
速
ネ
ッ
ト
二
九
六
が

運
営
す
る
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
、
市
か

ら
の
災
害
情
報
や
避
難

情
報
な
ど
が
迅
速
に
放

送
さ
れ
ま
す
。

　今年も松山下公園陸上競技場を会場に｢千葉県ラグビーまつ
りin印西｣が開催されます。
胸日時…6月４日臥。
【招待チーム】ＮＥＣグリーンロケッツ・ＮＴＴシャイニン
グアークス（試合開始は午後１時～）。
【トップ選手とファンの交流会】トップリーグの試合終
了後に開催。
【そのほか】クラブチーム、ラグビースクールの試合を予定。
胸入場料…無料。
※当日はふれあいバス（有料）をご利用ください。
※詳しくは市ホームページをご覧ください。
■問 スポーツ振興課振興班（松山下公園総合体育館内・緯碓42 8
417）。

第21回千葉県
　ラグビーまつりin印西

葛
今
年
も
熱
戦
が
期
待
さ
れ

ま
す
（
写
真
は
昨
年
の
も
の
）

得票数（票）立候補者名（党派）番号

2,028碓当 　ぐんじ　としのり（無元）１

1,846碓当 　浅沼　みやこ　　（公現）２

1,719碓当 　橋本　かずはる　（公現）３

1,628碓当 　金丸　和史　　　（無現）４

1,508碓当 　藤代　たけお　　（無現）５

1,460．664碓当 　小川　よしと　　（無現）６

1,416碓当 　山本　きよし　　（民現）７

1,345．804碓当 　すざき　義行　　（無現）８

1,267碓当 　松本　多一郎　　（無現）９

1,220碓当 　まつお　栄子　　（無現）１０

1,159碓当 　板橋　むつみ　　（無現）１１

1,071．688碓当 　小川　いさむ　　（無現）１２

1,071碓当 　山田　きよ子　　（共現）１３

1,069碓当 　岩崎　しげこ　　（無現）１４

1,042碓当 　出山　国雄　　　（無現）１５

  956碓当 　えびはら　作一　（無現）１６

  928碓当 　中沢　俊介　　　（無現）１７

  884碓当 　さいとう　光彦　（無現）１８

  840碓当 　大塚　輝男　　　（無現）１９

  804碓当 　わたなべ　正一　（無現）２０

※得票数順で表示（小数点以下の得票数は按分による）。

得票数（票）立候補者名（党派）番号

  796碓当 　板倉　正直　　　（無現）２１

  775碓当 　国嶋　久善　　　（無現）２２

  763碓当 　雨宮　弘明　　　（無現）２３

  745碓当 　近藤　みずえ　　（無現）２４

  727　　上條　こうじ　　（無現）２５

  715　　馬場　ひろし　　（民現）２６

  656．647　　小川　としひこ　（無元）２７

  656　　山口　みちひろ　（無現）２８

  646　　かいほう　豊　　（無現）２９

  612　　岩井　よしお　　（無現）３０

  578　　さくらい　正夫　（無現）３１

  522　　玉木　　実　　　（民新）３２

  508　　大浦　　正　　　（共新）３３

  493　　たのうえ　嘉忠　（無新）３４

  384　　畑中　　茂　　　（無新）３５

  377　　大平　さと子　　（無新）３６

  335　　武藤　邦芳　　　（無現）３７

  327．195　　大橋　義行　　　（無新）３８

  267　　うえの　正幸　　（無新）３９

    85　　伊藤　　元　　　（無新）４０

投票率投票者数当日有権者数投票区

49.252,4534,981１　木　下

41.371,3093,164２　小　林

48.601,7543,609３　小林北

49.522,3724,790４　大　森

75.061,0051,339５　永　治

60.89246　404６　武　西

61.836741,090７　船　穂

49.247121,446８　草　深

41.502,3985,778９　木　刈

34.662,3446,762１０　小倉台

34.381,5814,599１１　内　野

34.961,0993,144１２　原　山

投票率投票者数当日有権者数投票区

44.032,1234,822１３　高　花

38.541,3273,443１4　西の原

38.141,2893,380１5　　原　

60.921,5512,546１6　瀬　戸

63.811,451　2,274１7　岩　戸

55.661,4112,535１8　平　賀

44.791,3453,003１9　美　瀬

56.481,1902,10720　笠神第１

53.736841,2732１　笠神第２

50.251,7423,46722　滝　野

4,626期日前投票

52.4436,68669,956計

「印西あおぞらの会」「印西 あおぞらの会」がが講演会講演会
オストメイトの交流・情報交オストメイトの交流・情報交換換

疾病や傷害などにより肛門や膀胱（ぼうこう）の　疾病や傷害などにより肛門や膀胱（ぼうこう）の正正
常な機能を喪失し、ストーマ（人工肛門・膀胱）を常な機能を喪失し、ストーマ（人工肛門・膀胱）を造造
設した人を「オストメイト」と呼びます。こうした設した人を「オストメイト」と呼びます。こうしたみみ
なさんは、外見的には普通の人と変わらず、障がいなさんは、外見的には普通の人と変わらず、障がい者者
には見えません。それ故に、社会的理解を必要とには見えません。それ故に、社会的理解を必要としし
ていますています。。
このようなオストメイトのみなさんの支援を目　このようなオストメイトのみなさんの支援を目的的

とした「印西あおぞらの会」が創設三年目を迎えとした「印西 あおぞらの会」が創設三年目を迎え、、
去る4月17日に総合福祉センターで、総会と「スト去る4月17日に総合福祉センターで、総会と「ストーー
マケアについて」をテーマに、セコメディック病院マケアについて」をテーマに、セコメディック病院のの
小俣看護師による講演会を開催しました小俣看護師による講演会を開催しました。。
同団体は会員14人のみなさんがオストメイトで　同団体は会員14人のみなさんがオストメイトでああ
り、東日本大震災に先駆けて、災害時ストーマ用装り、東日本大震災に先駆けて、災害時ストーマ用装具具
の保管事業などを市に働きかけ、実現させていますの保管事業などを市に働きかけ、実現させています。。
今後も同団体　今後も同団体でで

は、市内のオスは、市内のオストト
メイト支援のためメイト支援のため、、
呼びかけを行っ呼びかけを行ってて
いきますいきます。。
■■問「印西あおぞ 「印西 あおぞらら
の会」櫻井の会」櫻井（（緯緯碓碓4422 
44844833）。）。 ▲小俣看護師による講演会の様▲小俣看護師による講演会の様子子

に
集
め
ら
れ
、
午
後
9
時
か

ら
開
票
作
業
を
開
始
。
翌
日

の
午
前
0
時
　
分
過
ぎ
に
最

30

終
確
定
票
が
発
表
さ
れ
、
新

議
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
投
票
率
は
前
回
（
　
・
5

51

7
％
）
を
約
0
・
8
7
ポ
イ

ン
ト
上
回
る
　
・
4
4
％
で

52

し
た
。

　
当
選
証
書
の
交
付
式
は
　25

日
に
市
役
所
で
行
わ
れ
、
市

選
挙
管
理
委
員
会
の
寺
田
委

員
長
か
ら
、
当
選
者
一
人
ひ

と
り
に
当
選
証
書
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

■問 
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
緯
内
線
4
4
1
・
4
4
2
）。



印西市役所緯碓42 5111　■HP http://www.city.inzai.chiba.jp

■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

支
所
総
務
課
、
市
内
各
出
張
所
の
各

窓
口
で
5
月
末
か
ら
配
布
予
定
。

■問 
総
務
課
人
事
職
員
班
（
緯
内
線
4

3
2
・
4
3
3
・
4
3
4
）。

任
期
付
職
員

　
市
で
は
、
7
月
か
ら
市
役
所
で
勤

務
し
て
い
た
だ
く
任
期
付
職
員
の
登

録
選
考
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
登
録

選
考
の
合
格
者
は
任
期
付
職
員
登
録

者
名
簿
に
登
録
さ
れ
、
登
録
順
位
に

よ
り
任
期
付
職
員
と
し
て
採
用
し
ま

す
。
登
録
期
間
は
7
月
1
日
か
ら
平

成
　
年
3
月
　
日
ま
で
と
し
ま
す
。

24

31

　
た
だ
し
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
も
採

用
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■内 
噛
募
集
職
種
…
一
般
事
務
。
噛
募

集
人
員
…
1
人
。
噛
勤
務
時
間
…
週

平成２３年（２０１１）５月１５日号（２）

文
化
ホ
ー
ル
貸
館
予
約
受
け
付
け
再
開

　
架
文
化
ホ
ー
ル
（
緯
碓42 
8
8
1
1
）。

　
3
月
　
日
に
発
生
し
た
地
震
の
影

11

響
に
よ
り
ホ
ー
ル
の
予
約
受
け
付
け

を
中
止
し
て
い
ま
し
た
が
、
来
年
度

以
降
の
予
約
受
け
付
け
を
再
開
し
ま

す
。
た
だ
し
、
本
年
度
末
ま
で
の
新

規
受
け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。

胸
受
付
対
象
期
間
…
平
成
　
年
4
月

24

1
日
～
平
成
　
年
6
月
末
日
。

24

胸
受
付
日
…
6
月
1
日
我
。

※
ホ
ー
ル
集
中
受
け
付
け
を
行
い
ま

す
。
午
前
9
時
～
　
時
の
間
に
文
化

10

ホ
ー
ル
窓
口
カ
ウ
ン
タ
ー
に
置
い
て

あ
り
ま
す
受
付
番
号
札
を
お
持
ち
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
。　
時
に
な
り
ま

10

し
た
ら
受
付
番
号
札
を
お
持
ち
の
人

を
対
象
に
抽
選
会
を
行
い
ま
す
。

※
6
月
2
日
牙
以
降
は
通
常
通
り
の

予
約
受
け
付
け
と
な
り
ま
す
。

市
職
員

　
平
成
　
年
度
市
職
員
採
用
上
級
試

23

験
（
印
旛
郡
市
職
員
採
用
共
同
試

験
）
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

■時 
7
月
　
日
蚊
。

24

■場 
東
京
学
館
高
等
学
校
（
酒
々
井

町
）。

■内 
募
集
職
種
は
左
表
を
参
照
。

■他 
噛
受
付
期
間
…
6
月
6
日
俄
～
　17

日
画
（
郵
送
の
場
合
は
、
当
日
消
印

有
効
）。
噛
受
付
場
所
…
総
務
課
人

事
職
員
班
（
市
役
所
3
階
）。

※
申
込
書
は
、
市
役
所
総
務
課
人
事

職
員
班
、
印
旛
支
所
総
務
課
、
本
埜

い
ん
ば
ポ
カ
ポ
カ
タ
イ
ム
♪
春

（
番
外
編
）

　
季
節
感
の
あ
ふ
れ
る
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
や
わ
ら
べ
う
た
・
リ
ト
ミ
ッ

ク
な
ど
を
生
の
音
楽
の
中
で
楽
し
く

温
か
な
一
時
を
み
な
さ
ん
で
楽
し
み

ま
せ
ん
か
。

　
に
ぎ
や
か
に
な
る
の
も
お
気
に
な

さ
ら
ず
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
、
幼
児
、

児
童
、
妊
婦
さ
ん
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
ご
家
族
で
も
時
間

内
の
入
退
室
自
由
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■時 
5
月
　
日
臥
・
午
前
　
時
　
分
～

21

10

30

　
時
　
分
。

11

30

■場 
印
旛
公
民
館
（
瀬
戸
）。

■対 
市
民
。

■定 
な
し
。

■他 
う
わ
ば
き
（
ス
リ
ッ
パ
可
）
持
参
。

■費 
無
料
。

■問 
印
旛
公
民
館
（
緯
碓98 
0
4
2
7
）。

男
女
共
同
参
画
講
座

パ
パ
の
極
意
～
仕
事
も
育
児
も

楽
し
む
生
き
方
～

　
イ
ク
メ
ン
の
第
一
人
者
か
ら
、
ご

自
身
の
経
験
や
現
在
の
活
動
を
通
じ
、

仕
事
も
育
児
も
楽
し
む
た
め
の
極
意

や
実
際
、
子
ど
も
と
の
時
間
を
楽
し

む
方
法
を
学
び
ま
す
。

■時 
5
月
　
日
臥
・
午
後
1
時
　
分
～

21

30

3
時
　
分
。

30

■場 
印
旛
児
童
館
（
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
い
ん
ば
）。

■内 
噛
講
師
…
安
藤
哲
也
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
フ
ァ
ザ
ー
リ
ン
グ
ジ
ャ
パ
ン
代

表
理
事
）。

■対 
子
育
て
中
の
パ
パ
（
マ
マ
可
）、
プ

レ
パ
パ
（
プ
レ
マ
マ
可
）、
パ
パ
の
子

育
て
や
家
事
に
興
味
の
あ
る
人
。

■定 
　
人
程
度
（
申
し
込
み
不
要
）。

30
■費 
無
料
。

■問 
市
民
活
動
推
進
課
市
民
活
動
支
援

班
（
緯
内
線
3
4
5
）。

ふ
る
さ
と
印
西
発
見

～
中
央
駅
前
地
区
～

　
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
央
駅
前
地
区
を

中
心
に
里
山
の
ウ
オ
ー
ク
で
、
ふ
る

さ
と
印
西
を
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
今
回
は
、
戸
神
川
調
整
池
周
辺
を

散
策
し
ま
す
。

■時 
5
月
　
日
臥
・
午
前
9
時
　
分
～

28

30

　
時
　
分
。

12

20

■対 
市
内
在
住
の
人
。

■定 
　
人
。

20
■費 
　
円
（
保
険
代
）。

50
■他 
水
筒
、
帽
子
、
歩
き
や
す
い
服
装

と
靴
、
あ
れ
ば
双
眼
鏡
を
持
参
。

■申 
電
話
、
ま
た
は
左
記
窓
口
で
（
先

着
順
）。

■問 
中
央
駅
前
セ
ン
タ
ー
（
緯
碓46 
5
1

1
1
）。

東
京
電
機
大
学
の
学
生
に
よ
る

「
マ
イ
ペ
ー
ス
パ
ソ
コ
ン
塾
」

 東
京
電
機
大
学
の
学
生
に
よ
る
「
マ

イ
ペ
ー
ス
パ
ソ
コ
ン
塾
」
を
中
央
公

民
館
で
開
催
し
ま
す
。

　
学
生
と
地
域
の
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
が
パ
ソ
コ
ン
を
通
じ
た
交
流

と
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
の
技
術
の
向
上

を
目
的
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　「
マ
イ
ペ
ー
ス
パ
ソ
コ
ン
塾
」
は
、

自
由
参
加
型
で
自
由
に
入
退
室
で
き
、

そ
し
て
パ
ソ
コ
ン
の
持
ち
込
み
も
可

能
で
す
。
個
々
の
パ
ソ
コ
ン
操
作
の

課
題
に
対
し
て
先
生
（
学
生
）
た
ち

が
優
し
く
相
談
に
の
っ
て
く
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
先
生
（
学
生
）

た
ち
と
パ
ソ
コ
ン
を
通
じ
た
交
流
を

深
め
な
が
ら
、
技
術
の
向
上
を
目
指

し
ま
せ
ん
か
。

■時 
5
月
　
日
臥
、
6
月
4
日
臥
、　

28

11

日
臥
、
7
月
2
日
臥
、
9
日
臥
・
午

前
　
時
～
正
午
、
午
後
1
時
～
4
時
。

10
■場 
中
央
公
民
館
（
大
森
）。

■他 
会
場
に
は
パ
ソ
コ
ン
　
台
を
設
置

20

し
ま
す
の
で
、
当
日
は
先
着
順
に
　20

人
ま
で
入
場
で
き
ま
す
。
原
則
的
に

は
　
番
目
以
降
の
人
は
パ
ソ
コ
ン
持

21
参
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
先
に
入

場
し
た
人
の
退
出
を
待
つ
こ
と
を
ご

了
承
願
い
ま
す
。

■費 
無
料
。

■問 
中
央
公
民
館
（
緯
碓42 
2
9
1
1
）。

男
の
料
理
教
室

　
家
庭
で
で
き
る
お
手
軽
韓
国
料
理
。

■時 
6
月
　
日
臥
・
午
前
　
時
～
午
後

11

10

2
時
。

■場 
ふ
れ
あ
い
文
化
館
（
原
）。

■内 
噛
講
師
…
佐
藤
誠
氏
。

■対 
成
人
男
性
。

■定 
　
人
。

12
■費 
6
0
0
円
（
材
料
費
、
当
日
徴
収
）。

■他 
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、
ふ
き
ん
、

筆
記
用
具
、
参
加
費
を
持
参
。　

募
集

胸平成23年度市職員募集職種胸

個別事項受験資格
募集
人員

職種

【一般行政上級】別枠で、身体障害者手帳の交
付を受け、その障害の程度が１級から６級ま
での人で、自力により通勤ができ、職務の遂
行に介護者を必要とせず、活字印刷文の出題
に対応できる人。
【建築上級】●1 昭和３７年４月２日以降に生まれ
た人で建築基準適合判定資格を有する人●2 昭
和５１年４月２日以降に生まれた人で１級建築
士の資格を有する人（平成２３年度中に同資格
を取得見込みの人を含む）。
【電気上級・機械上級】昭和５１年４月２日か
ら平成２年４月１日までに生まれた人で次の
●1 から●3 のいずれかの条件を満たす人。
●1 電気工学または機械工学に関する学科を履
修し卒業した人または卒業見込みの人●2 電気
工学に関する学科を履修し電気工事士などの
資格を有する人、または機械工学に関する学
科を履修し管工事施工管理技士などの資格を
有する人●3 建築設備の工事監理などに関し３
年以上の実務経験を有する人。

　平成２年４月２
日以降に生まれた
人で、学校教育法に
基づく大学
(短期大学を除く)
を卒業した人(平成
２４年３月までに卒
業する見込みの人
を含む)。
　もしくは、昭和
51年4月2日から
平成2年4月1日ま
でに生まれた人（学
歴は問いません）。

5人程度
一般行政
上級

4人程度
土木 
 上級

技
術
職

4人程度
建築 
 上級

若干名
電気 
 上級

若干名
機械 
 上級

5
日
、
1
日
6
時
間
の
週
　
時
間
勤

30

務
（
時
間
外
勤
務
の
場
合
有
）。
噛

勤
務
場
所
…
市
役
所
市
民
部
国
保
年

金
課
。　

■対 
地
方
公
務
員
法
第
　
条
に
定
め
る

16

欠
格
条
項
に
該
当
し
な
い
人
で
、
パ

ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
（
文
書
作
成
や

表
計
算
）
が
で
き
る
人
。

■申 
5
月
　
日
俄
～
　
日
峨
に
、
印
西

16

31

市
任
期
付
職
員
採
用
選
考
申
込
書

（
必
要
事
項
を
記
入
し
、
写
真
を
張

り
付
け
る
）
を
左
記
ま
で
提
出
（
郵

送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効
、
持
参

の
場
合
は
土
・
日
曜
日
を
除
く
、
午

前
9
時
～
午
後
5
時
）。

※
採
用
選
考
案
内
は
、
左
記
ま
た
は

各
支
所
・
出
張
所
の
窓
口
で
5
月
　16

日
俄
か
ら
配
布
（
休
日
を
除
く
）。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す
。

■問 
総
務
課
人
事
職
員
班
（
〒
2
7
0

―
1
3
9
6
印
西
市
大
森
2
3
6
4

―
2
・
緯
内
線
4
3
3
）。

講
座
・
催
し

■申 
5
月
　
日
臥
・
午
前
9
時
か
ら
電

21

話
ま
た
は
左
記
窓
口
ま
で（
先
着
順
）。

■問 
ふ
れ
あ
い
文
化
館
（
緯
碓45 
3
8
0

0
）。

ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル

　
図
書
館
で
定
め
る
保
存
年
限
を
過

ぎ
た
雑
誌
・
除
籍
と
な
っ
た
図
書
を

1
人
各
5
冊
程
度
お
持
ち
帰
り
い
た

だ
け
ま
す
。
掘
り
出
し
物
を
探
し
に
、

ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

■時 
6
月
4
日
臥
、
5
日
蚊
・
午
前
9

時
～
午
後
4
時
　
分
。

30

■場 
小
倉
台
図
書
館
。

■問 
小
倉
台
図
書
館（
緯
碓47 
5
5
1
1
）。

▲一人に一人、電大生が丁寧に説明

毎年盛況で毎年盛況ですす

胸
庁
内
人
事
の
追
加
掲
載
胸
『
広
報
い
ん
ざ
い
』
4
月
　
日
号
の
1

15

ペ
ー
ジ
掲
載
の
「
庁
内
人
事
」
で
、
学
務
課
長
の
氏
名
が
未
掲
載
で
し
た
の
で
、

左
記
の
通
り
ご
報
告
し
ま
す
。（
　
）
は
前
職
で
す
。

　
学
務
課
長
…
井
上
功
（
千
葉
県
教
育
庁
北
総
教
育
事
務
所
）
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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

介
護
予
防
事
業「
脳
の
健
康
教
室
」

学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

　
市
で
は
　
歳
以
上
の
人
を
対
象
と

65

し
た
「
脳
の
健
康
教
室
」
で
、
読

み
・
書
き
な
ど
の
学
習
支
援
を
行
う

サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

胸
日
程
…
左
表
の
と
お
り
。

シ
ョ
ー
ト
テ
ニ
ス
教
室

　
体
育
指
導
委
員
連
絡
協
議
会
で
は
、

昨
年
に
引
き
続
き
好
評
の
シ
ョ
ー
ト

テ
ニ
ス
教
室
を
、
今
年
も
印
旛
地
区
、

本
埜
地
区
、
印
西
地
区
で
開
催
し
ま

す
（
日
程
は
左
表
の
と
お
り
）。

　
シ
ョ
ー
ト
テ
ニ
ス
は
、
ス
ポ
ン
ジ

製
の
ボ
ー
ル
と
軽
い
ラ
ケ
ッ
ト
で
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
コ
ー
ト
を
使
用
し
ダ
ブ

ル
ス
で
行
う
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

と
て
も
楽
し
い
ス
ポ
ー
ツ
な
の
で
、

（３）平成２３年（２０１１）５月１５日号

傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　
平
成
　
年
第
1
回
市
議
会
臨
時
会

23

を
5
月
　
日
我
に
開
会
す
る
予
定
で

18

す
。
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い

「
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室（
健
康
生
活

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
事
業
）」夏
コ
ー
ス

　
市
で
は
一
人
ひ
と
り
の
健
康
状
態

や
生
活
習
慣
に
応
じ
て
、
科
学
的
根

拠
に
基
づ
く
健
康
づ
く
り
プ
ラ
ン
を

提
供
す
る
「
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室

（
健
康
生
活
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
事

業
）」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
体
力
に
自
信
の
な
い
人
、
運
動
が

嫌
い
な
人
で
も
大
丈
夫
。
個
々
の
体

力
に
合
っ
た
運
動
プ
ラ
ン
や
食
生
活

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
実
践
し
て
、
健
康

な
身
体
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
今
回
は
夏
コ
ー
ス
の
募
集
で
す
。

　
治
療
中
の
病
気
な
ど
で
、
参
加
に

不
安
の
あ
る
人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■時 
【
説
明
会
・
メ
デ
ィ
カ
ル

チ
ェ
ッ
ク
】
6
月
3
日
画
か
8
日

我
・
午
後
1
時
　
分
～
4
時
。【
初

15

回
体
力
テ
ス
ト
】
6
月
　
日
我
か

15

6
月
　
日
牙
・
午
前
か
午
後
。【
施

16

設
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
7
月
開
始
）】

火
曜
日
～
土
曜
日
・
午
前
9
時
～
午

後
4
時
　
分
（
1
人
当
た
り
1
時
間

25

　
分
程
度
）。

30

■場 
そ
う
ふ
け
ふ
れ
あ
い
の
里
。

■対 
市
内
在
住
で
、　
歳
以
上
の
人
。

35

※
介
護
保
険
受
給
者
は
参
加
不
可
。

■内 
体
力
テ
ス
ト
・
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
（
自
体
重
や
ダ
ン
ベ
ル
を
使
用
し

た
も
の
）・
有
酸
素
運
動
（
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
、
エ
ア
ロ
バ
イ
ク
）
な
ど
。

■定 
　
人
。

40
■費 
月
額【
週
2
回
コ
ー
ス
】2
街
5

0
0
円
、【
週
1
回
コ
ー
ス
】2
街
0

0
0
円
、【
月
1
回
コ
ー
ス
】1
街
5

0
0
円
。

■他 
入
会
時
必
要
物
品
代
は
、
歩
数
計

代
5
街
0
0
0
円
、
テ
キ
ス
ト
代
9

9
8
円
（
保
険
料
は
別
途
負
担
）。

■申 
電
話
で
左
記
ま
で
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
」
か

ら
も
申
し
込
め
ま
す
（
先
着
順
）。

■問 
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
（
緯
碓42 
5
5

9
5
）。

第
　
回
脳
卒
中
市
民
公
開
講
座

10
『
脳
卒
中
は
防
げ
る
、
治
せ
る
』

■時 
6
月
4
日
臥
・
午
後
2
時
～
3
時

　
分
。 

30■場 
日
本
医
科
大
学
看
護
専
門
学
校
講

堂
（
鎌
苅
）。

■費 
無
料
。

■内 
噛
講
師
…
山
口
武
典
氏
（
国
立
循

怯
古
文
書
の
会
「
 尚
  史
  会
 」

し
ょ
う
 し
 か
い

　
長
年
古
文
書
を
学
習
し
て
い
る

サ
ー
ク
ル
で
す
。
初
心
者
大
歓
迎
。

■時 
第
1
、
3
木
曜
日
・
午
前
　
時
～

10

正
午
。

■場 
中
央
公
民
館
（
大
森
）。

■費 
月
5
0
0
円
（
テ
キ
ス
ト
含
む
）。

■申 
見
学
、
入
会
を
希
望
す
る
人
は
左

記
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。　

■問 
本
多
（
緯
碓97 
2
5
4
1
）、
井
部

（
緯
碓46 
7
0
8
9
）。

怯
犬
・
猫
譲
渡
会

　
わ
た
し
た
ち
が
保
護
し
て
い
る

犬
・
猫
た
ち
に
新
し
い
家
族
を
見
つ

け
る
た
め
の
譲
渡
会
を
開
催
し
ま
す
。

■時 
5
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
～
午
後

22

11

2
時
。

■場 
Ｂ
Ⅰ
Ｇ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
駅
前
ビ
レ
ッ
ジ

（
原
）。

■他 
動
物
の
持
ち
込
み
不
可
。
動
物
の

引
き
取
り
は
一
切
し
て
い
ま
せ
ん
。

■問 
ど
う
ぶ
つ
福
祉
の
会
ア
ニ
マ
ル
サ

ポ
ー
ト
・
ノ
ア
（
■携 
0
9
0
―
1
5

3
2
―
8
7
1
3
）。

怯
新
緑
の
亀
成
川
を
歩
く

～
ケ
ビ
ン
の
里
山
ウ
ォ
ー
ク
～

　
ケ
ビ
ン
・
シ
ョ
ー
ト
氏
と
R
C
N

会
員
が
ガ
イ
ド
し
ま
す
。

■時 
5
月
　
日
臥
・
午
前
9
時
～
午
後

28

3
時
（
受
け
付
け
8
時
　
分
～
）。

30

■場 
印
西
牧
の
原
駅
改
札
前
集
合
。

■内 
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
か
ら
木
下
地

域
へ
と
流
れ
る
亀
成
川
沿
い
を
歩
き

ま
す
（
全
行
程
約
　
娃
）。
昼
食
に

10

は
歴
史
あ
る
ま
ち
木
下
の
自
慢
の
お

弁
当
を
用
意
し
ま
す
（
少
雨
決
行
）。

■費 
1
街
0
0
0
円
。

■他 
帰
り
の
バ
ス
代
が
必
要
で
す
。　

■申 
住
所
氏
名
・
参
加
人
数
・
連
絡
先

を
、
Ｅ
メ
ー
ル
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
左
記
へ
。

■問 
N
P
O
法
人
ラ
ー
バ
ン
千
葉
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
（
緯
碓42 
4
1
4
3
・
胃
碓42 

0
0
0
1
・
■メール in

fo
@
rcn
-fo
ru

m
.o
rg

）。

怯
谷
田
の
自
然
観
察
会
「
野
の

花
を
探
そ
う
」

　
初
夏
の
野
の
花
を
一
緒
に
観
察
し

ま
せ
ん
か
。

■時 
5
月
　
日
臥
・
午
前
9
時
　
分
～

28

30

正
午
（
雨
天
中
止
）。

■場 
白
井
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
前
集
合
。

■対 
一
般
。

■定 
　
人
。

20
■費 
2
0
0
円
（
保
険
・
資
料
代
含
む
）。

■他 
飲
み
物
、
筆
記
用
具
。

■申 
5
月
　
日
峨
ま
で
に
左
記
へ
（
先

24

着
順
）。

■問 
N
P
O
法
人
谷
田
武
西
の
原
っ
ぱ

と
森
の
会
・
松
永
（
緯
／
胃
0
4
7

―
4
9
1
―
6
3
6
5
）。

怯
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
イ
ベ
ン
ト

千
葉
2
0
1
1
～
森
を
育
む

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
～

　
つ
く
る
人
の
権
利
や
環
境
を
大
切

に
考
え
た
公
平
な
貿
易
に
つ
い
て
、

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
催
し
で
す
。

■時 
5
月
　
日
臥
、　
日
蚊
・
午
前
　

28

29

10

健
康

議
会

　去る3月に苛藤本育英会から市内7中学校へ図
書・教材・楽器備品の寄贈がありました。これは
財団の事業活動として昨年度に続き寄贈されたも
のです。
　寄贈された教材は、次のとおり。市内の7中学
校で教育活動の充実のために役立てます。
煙印西中学校…ユーフォニアム。
煙船穂中学校…テナーサクソホンなど。
煙木刈中学校…ホルン。
煙小林中学校…教材ＤＶＤ一式。
煙原山中学校…ドラムセットなど。
煙西の原中学校…ホルン。
煙印旛中学校…バリトンサクソホン。
■問 学務課学務班（緯内線522）。

ス
ポ
ー
ツ

時
～
午
後
7
時
。

■場 
イ
オ
ン
モ
ー
ル
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
1
階
催
事
場
。

■内 
体
験
講
座
、
製
品
展
示
販
売
な
ど
。

■他 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集
中
。

■問 
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
千
葉
事
務
局
・

土
居
（
■携 
0
9
0
―
6
9
2
2
―
4

0
3
2
・
■メール in

fo
@
h
alo
h
alo
p
r

o
d
u
cts.co

m

）。

怯
障
害
者
プ
ー
ル
開
放
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
「
お
た
ま
じ
ゃ
く

し
の
会
」

■時 
6
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
～
正
午
。

12

11

■場 
セ
ブ
ン
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
（
小

林
）。

■内 
プ
ー
ル
の
中
で
泳
い
だ
り
遊
ん
だ

り
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
サ
ポ
ー
ト
。

■対 
障
害
の
あ
る
人
で
プ
ー
ル
に
入
っ

て
身
体
を
動
か
し
た
い
人
で
、
体
調

面
で
医
師
の
許
可
の
あ
る
人
。

■費 
1
街
0
0
0
円
。

■問 
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
の
会
事
務
局
・

瀬
崎
（
緯
0
4
―
7
1
8
4
―
9
9

1
6
）。

怯
盲
目
の
天
才
シ
ン
ガ
ー
＆
ギ

タ
リ
ス
ト
「
第
4
回
長
谷
川
き

よ
し
コ
ン
サ
ー
ト
」

■時 
6
月
4
日
臥
・
午
後
6
時
～
（
開

場
5
時
　
分
）。

30

■場 
白
井
市
文
化
会
館
。

■費 
4
街
0
0
0
円
。

■申 
予
約
は
左
記
へ
。
市
内
で
は
石
川

春
光
堂
（
木
下
）
で
チ
ケ
ッ
ト
販
売
。

■問 
相
馬
（
■携 
0
8
0
―
6
5
1
4
―

7
6
6
9
）。

ミ
ニ
・
ガ
イ
ド

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問 
議
会
事
務
局
（
緯
内
線
6
0
8
）。

請
願
（
陳
情
）
の
提
出
期
限

　
平
成
　
年
第
2
回
市
議
会
定
例
会

23

に
か
け
る
請
願
（
陳
情
）
の
提
出
期

限
は
、
5
月
　
日
峨
の
正
午
で
す
。

31

　
提
出
す
る
場
合
は
、
事
前
に
左
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問 
議
会
事
務
局
。

多
く
の
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

■対 
小
学
校
3
年
生
以
上
（
小
学
生
は

保
護
者
同
伴
）。

■費 
無
料
。

※
運
動
の
で
き
る
服
装
で
体
育
館

シ
ュ
ー
ズ
、
着
替
え
、
飲
み
物
な
ど

を
持
参
。

■申 
当
日
会
場
で
。

■問 
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
振
興
班
（
松
山

下
公
園
総
合
体
育
館
内
・
緯
碓42 
8
4

1
7
）。

胸ショートテニス教室日程表胸

会場日時

いには野小6月3日画・
午後7時～9時

滝野中6月10日画・
午後7時～9時

松山下公園
総合体育館

6月17日画、24日画・
午後7時～9時

苛藤本育英会が教材備品を寄贈

胸学習サポーター日程表胸
会場期日内容

総合福祉センター（竹袋）6月24日画説明会

総合福祉センター7月1日画事前講習

総合福祉センター8月～12月
毎週金曜日

学習日
本埜ファミリア館（滝野）11月～平成24年3月

毎週火曜日

環
器
病
セ
ン
タ
ー
名
誉
総
長
、
花
日

本
脳
卒
中
協
会
理
事
長
）。

※
詳
し
く
は
左
記
へ
。　
　
　

■問 
日
本
医
科
大
学
千
葉
北
総
病
院
脳

神
経
外
科
（
緯
碓99 
1
1
1
1
）。

※
『
広
報
い
ん
ざ
い
5
月
1
日
号
』

7
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
同
記
事
の
日

時
の
記
載
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
お
わ
び
す
る
と
と
も
に
、
右
記

の
と
お
り
訂
正
を
し
ま
す
。

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
中
の
3
時

間
程
度
。
説
明
会
お
よ
び
事
前
講
習

に
は
必
ず
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■内 
学
習
者
へ
の
助
言
・
指
導
（
サ

ポ
ー
タ
ー
1
人
に
学
習
者
2
人
程

度
）。

■対 
市
内
在
住
で
、
高
齢
者
の
心
身
の

健
康
増
進
に
理
解
が
あ
り
、
明
る
く

▲ショートテニスで使用する
ラケットとボール

福
祉

高
齢
者
と
の
会
話
を
楽
し
め
る
人

（
特
別
な
資
格
は
不
要
）。

■他 
謝
礼
金
は
、
学
習
日
か
ら
一
回
に

付
き
1
街
0
0
0
円
。

■申 
6
月
　
日
峨
ま
で
に
、
左
記
ま
で
。

14

■問 
介
護
福
祉
課
生
き
が
い
支
援
班

（
緯
内
線
2
7
2
）。
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観
光
協
会
会
員
は
　
人
、
今

80

回
の
ス
タ
ッ
フ
は
　
人
ほ
ど
で

15

行
っ
た
そ
う
で
す
。

　
今
年
は
も
ち
つ
き
・
ヨ
ー

ヨ
ー
つ
り
・
ジ
ュ
ー
ス
、
ヨ
ー

グ
ル
ト
の
試
飲
・
お
雑
煮
、
の

し
も
ち
、
き
な
こ
も
ち
、
印
西

産
の
漬
物
の
販
売
を
行
い
、
大

盛
況
で
し
た
。
お
雑
煮
は
、
8

0
0
杯
も
売
れ
た
そ
う
で
す
。

　
印
西
八
景
の
一
つ
に
な
っ
て

い
る
、
約
7
0
0
メ
ー
ト
ル
の

桜
並
木
の
両
側
に
は
露
店
が
立

ち
並
び
、
昔
懐
か
し
い
金
魚
す

く
い
や
あ
ん
ず
あ
め
、
お
面
屋
、

ハ
ッ
カ
あ
め
な
ど
か
ら
、
今
風

の
く
じ
引
き
屋
や
ダ
ー
ツ
ゲ
ー

ム
、
焼
き
鳥
、
お
好
み
焼
き
な

法
人
印
西
市
観
光
協
会
会
長
に
お

話
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
桜
の
管
理

は
小
林
牧
場
で
し
て
い
る
そ
う
で
、

　
年
ほ
ど
前
か
ら
桜
ま
つ
り
は
行

40わ
れ
て
い
た
と
の
こ
と
。
夜
中
に

場
所
取
り
を
す
る
人
も
い
た
そ
う

で
す
。

　
牧
場
か
ら
場
所
を
借
り
て
観
光

協
会
で
運
営
す
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
5
年
前
か
ら
で
、
出
店
や
催

し
な
ど
を
し
て
盛
大
に
や
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

 東
日
本
大
震
災
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

桜
ま
つ
り
 　
 小
林
牧
場
 

IN

広報レポーター： 橋本  
はしもと

 千代子 （岩戸）
ち よ こ

▲
も
ち
つ
き
は

小
さ
な
子
も
挑
戦

で
き
ま
し
た

朝
開
き
夕
べ
閉
ぢ
ゆ
く
ク
ロ
ッ
カ
ス
小
さ
き
花
の
セ
ン
サ
ー
た
の
し

大
　
森
　
　
　
安
孫
子
正
子

窓
外
に
白
木
蓮
咲
き
男
ら
の
碁
石
並
ぶ
る
満
ち
足
り
た
顔

大
　
塚
　
　
　
秋
坂
　
文
子

を
の
こ
お
み
な
こ
ぞ
り
優
し
き
も
の
言
ひ
の
古
都
に
あ
そ
び
ぬ
春
の
ひ
と
日
を

小
倉
台
　
　
　
並
河
千
恵
子

津
波
に
よ
る
瓦
礫
を
分
け
て
子
を
探
す
親
の
間
近
に
鷗
な
き
ゐ
る

原
　
山
　
　
　
小
川
　
正
子

倒
壊
を
恐
れ
布
団
を
被
り
ゐ
る
夜
の
余
震
に
脅
え
つ
つ
ゐ
た
り

　
大
　
森
　
　
　
木
村
　
文
子

大
津
波
地
の
果
て
な
り
し
春
疾
風

小
倉
台
　
　
　
田
中
孝
二
郎

鐘
楼
の
ク
ル
ス
を
照
ら
す
春
の
月

内
　
野
　
　
　
葛
西
　
節
子

散
る
不
安
ま
だ
無
き
花
の
盛
り
と
も

原
　
山
　
　
　
片
岡
　
芳
子

踏
青
や
風
土
記
の
丘
の
古
墳
群

小
林
浅
間
　
　
樫
本
聖
游
子

草
萌
ゆ
る
延
命
水
を
掬
い
け
り

大
　
森
　
　
　
小
林
　
八
重

　
毎
年
恒
例
の
小
林
牧
場
で
の
桜

ま
つ
り
が
今
年
も
4
月
　
日
に
行

10

わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、『
東
日
本
大
震
災

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
桜
ま
つ
り
』
と
銘

打
っ
て
9
日
、　
日
の
二
日
間
開

10

催
さ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、
あ
い

に
く
の
天
候
で
9
日
は
中
止
と
な

り
　
日
だ
け
の
開
催
と
な
り
ま
し

10
た
。
　
　
日
は
お
花
見
日
和
で
し
た
の

10
で
、
市
内
は
も
ち
ろ
ん
鎌
ヶ
谷
、

八
千
代
な
ど
市
外
や
茨
城
、
東
京

な
ど
県
外
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
人

が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
主
催
者
で
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

掲載情報は5月2日現在
架クリーン推進課クリーン推進班（緯内線382）

俳
句

五
十
嵐
正
雄
選

〈短歌・俳句をお寄せください〉
　一人一首または一句で未発表のもの。毎月２０日締め切り（必
着）です。投稿は、住所・氏名（ふりがな）・電話番号を明記の
上、秘書広報課広報広聴班まで。

短
歌

加
藤
惠
美
子
選

怯ゆずります情報（有料の物は希望価格）

怯さがしています情報

※詳しくは市ホームページをご覧ください

毎月5日は「ノーレジ袋デー」です。お買い
物にはマイバックを持参しましょう。

　
供
願
わ
く
は
花
の
下
に
て
春
死

な
む
…
僑
と
西
行
法
師
は
詠
ま
れ
、

そ
の
通
り
に
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
あ
や
か
り
た
い
と
思
っ

て
い
る
わ
た
し
も
、
桜
が
大
好

き
で
ど
こ
に
で
も
出
か
け
て
行

き
ま
す
。
広
報
レ
ポ
ー
タ
ー
の

担
当
が
決
ま
っ
た
と
き
、
去
年

か
ら
今
回
の
取
材
を
待
ち
遠
し

く
思
っ
て
い
ま
し
た
。　

　
取
材
当
日
は
良
い
お
天
気
で
、

ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
印
旛
沼
公

園
へ
。
入
口
に
近
づ
く
と
登
り

坂
に
そ
っ
て
見
事
に
咲
き
、
思

い
っ
き
り
手
を
の
ば
し
て
迎
え

て
く
れ
ま
し
た
。

　「
わ
あ
、
き
れ
い
　
」
一
年
間

!!

待
ち
に
待
っ
た
そ
の
瞬
間
で
す
。

　
公
園
の
案
内
を
印
旛
土
木
事

務
所
管
理
課
の
阿
部
課
長
、
岩

舘
さ
ん
、
そ
し
て
公
園
を
管
理

し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
塚
原
緑

地
研
究
所
の
木
村
さ
ん
に
お
話

を
伺
い
な
が
ら
公
園
を
ひ
と
ま

わ
り
し
ま
し
た
。

　
四
季
の
移
ろ
い
に
さ
ま
ざ
ま

な
表
情
を
見
せ
て
く
れ
る
印
旛

沼
、
そ
の
沼
を
見
お
ろ
す
小
高

い
丘
は
、
鎌
倉
時
代
の
師
戸
城

址
。
こ
の
城
址
が
、
印
旛
沼
公

園
で
す
。
優
れ
た
景
観
を
持
つ

印
旛
沼
公
園
に
訪
れ
る
人
が
、

自
然
に
歩
み
を
進
め
て
し
ま
う

先
に
は
、
沼
を
一
望
で
き
る
展

望
台
が
あ
り
、
満
点
の
開
放
感

と
共
に
沼
の
大
景
観
に
見
と
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
こ
こ
か
ら
は
晴
れ
た
日
に
、

富
士
山
と
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
が
見

え
る
そ
う
で
す
（
当
日
は
春
か

す
み
の
た
め
、
は
っ
き
り
と
は

見
え
ま
せ
ん
で
し
た
）。　

　
展
望
台
の
近
く
に
は
、
天
を

突
く
よ
う
に
自
然
に
の
び
た
桜

が
た
く
さ
ん
あ
り
、
こ
の
公
園

に
は
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
2
0
0

本
、
ヤ
エ
ザ
ク
ラ
が
　
本
、
ヤ

50

マ
ザ
ク
ラ
が
　
本
植
え
ら
れ
て

20

い
る
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
梅
園
に
は
　
本
の
木

50

が
並
ん
で
い
て
二
月
ご
ろ
に
は
、

ど
の
食
べ
物
屋
な
ど
　
店
ほ
ど
が

50

立
ち
並
び
、
大
変
に
ぎ
や
か
で
し

た
。
　
今
回
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
と

売
り
上
げ
の
一
部
は
、
県
の
共
同

募
金
印
西
支
会
を
通
じ
て
被
災
地

へ
寄
付
す
る
そ
う
で
す
。
き
っ
と

み
な
さ
ん
の
思
い
が
届
き
、
被
災

し
た
み
な
さ
ん
の
希
望
に
つ
な
が

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
小
林
牧
場
は
、
昭
和
　
年
に
設

40

け
ら
れ
た
競
走
馬
保
養
育
成
の
た

め
の
牧
場
で
、
大
井
競
馬
場
な
ど

に
出
場
す
る
馬
が
こ
こ
で
調
教
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
馬
の
調
教
は
平

日
・
午
前
2
時
か
ら
8
時
　
分
ま

30

で
な
の
で
、
今
回
姿
を
見
る
事
が

で
き
ず
残
念
で
し
た
。

　
で
も
、
何
種
類
も
の
桜
の
木
3

0
0
本
の
美
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
、

地
震
以
来
う
っ
屈
し
た
心
が
癒
や

さ
れ
た
1
日
で
し
た
。

た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

　
そ
ん
な
お
話
を
し
て
い
る
間
に

も
風
が
吹
く
と
花
び
ら
が
散
っ
て

美
し
く
…
。

　
よ
く
「
桜
の
名
選
1
0
0
」
と

か
選
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
ん
な

中
に
は
入
っ
て
い
な
い
け
ど
「
こ

の
公
園
は
十
分
入
選
す
る
値
打
ち

が
あ
る
　
」
と
思
い
ま
し
た
。

!!

　
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
度
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。　

▲冷凍冷蔵庫（要相談）▲勉強机（要相談・３千5百円）▲小林中学校女子制服
（夏・冬）▲組み立て式クリスマスツリー▲炊飯器（１千５百円）▲電子レンジ
（３千円）▲ロフトベッド（シングル用）▲鎌ヶ谷高校女子制服（要相談）▲ふと
ん干し（4枚干し）▲公務員試験教材（警察・消防）。

▲きかり幼稚園制服・体操服・帽子▲印西中学校男子制服（夏・冬）体操服など▲天神
幼稚園女子制服・体操服・かばん・帽子▲秀明八千代高校男子制服・体育用品など▲
印旛中制服・体操服（男子・女子）▲しおん幼稚園制服・ジャージ（男・要相談）。

広報レポーター：
 吉川   映子 （高花）
よしかわ えいこ 印旛沼公園

▲公園の中にはサクラが一面に

展望台からは印旛沼展望台からは印旛沼がが
一望できま一望できますす

▲たくさんの来場者を満開の
桜が出迎えてくれました

▲案内をしてくれた左から木村さん、阿
部課長、そして岩舘さん（最右の女性）
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